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P５	 エビアミー号		運行開始！
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　地域の防災力を向上させるためには、「自助」、「共助」、「公助」それぞれが災害への対応力を
高め、連携することが大切だといわれています。
　自助とは、「自分の命は自分で守ること」で防災の基本です。
　共助とは、自分の安全を確保した上で、地域住民と助け合うことです。
　公助とは、役場をはじめ、消防、警察などの公的な支援のことです。
　今月号の広報では、災害の被害を最小限に抑えるための「自助」、「共助」、「公助」の取組み
を紹介します。

自助
「自分の命は自分で守る」

共助
「地域の人と助け合う」

３つの連携が地域の防災力

公助
「自治体や消防、公的支援」
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●
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
等
の
確
認
を

　

地
震
や
津
波
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
は
、
通
信
回
線
の
混
雑
に
よ
り

電
話
が
通
じ
な
い
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
方

と
の
連
絡
方
法
も
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
学
校
や
職

場
、
通
学
や
通
勤
途
中
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で「
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
」、「
連

絡
方
法
は
ど
う
す
る
か
」、「
合
流
場
所

は
ど
こ
に
す
る
か
」
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
家
族
と
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
登
校
中
の
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
小
中

学
生
を
対
象
に
、
登
校
中
に
地
震
が
発

生
し
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
想
定

に
よ
る
避
難
訓
練
を
９
月
５
日
（
金
）

に
行
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
避
難
路
や
避
難
場

所
に
つ
い
て
、
今
回
の
訓
練
に
あ
わ
せ

て
で
は
な
く
、
学
校
が
始
ま
る
４
月
に

子
ど
も
た
ち
と
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

『
何
か
あ
っ
た
ら
こ
こ
に
行
く
』
と
い

  
自
助

　
家
庭
に
お
け
る
防
災
対
策

▲保育所においても定期的に避難
　訓練を行っています

▲自主防災組織による一時避難場所
　誘導看板

う
確
認
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
避
難
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
実
施
し
た
防
災
訓
練
は
、
登
校

中
の
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の
で

し
た
が
、「
子
ど
も
が
遊
び
に
出
た
時

に
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
」
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
想
定
の
中
で
話
し
合
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
、
家
庭
で
の

備
蓄
が
重
要
で
す

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
電

気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
も

自
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら

飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
安
全
な
場

所
に
避
難
し
、
そ
こ
で
避
難
生
活
を
送

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
生
活
に

必
要
な
も
の（
非
常
用
持
出
品
）を
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
等
に
詰
め
て
お
き
、
い
つ

で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
関
連
死（
地

震
が
直
接
の
原
因
で
な
い
死
）
の
う
ち
、

最
も
多
か
っ
た
原
因
が
肺
炎
だ
っ
た
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
肺

炎
の
う
ち
の
何
割
か
は「
誤ご
え
ん嚥

性
肺
炎
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
時
の
生
活

で
は
、
口
の
中
の
衛
生
状
態
を
保
つ
こ

と
が
難
し
い
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
、

高
齢
者
の
肺
炎
等
呼
吸
器
感
染
症
が
増

え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の

持
出
品
と
し
て
、
歯
ブ
ラ
シ
や
入
れ
歯

洗
浄
剤
等
の
口
腔
ケ
ア
用
品
の
重
要
性

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
を
服
用
し

て
い
る
方
は
、
災
害
時
に
持
ち
出
す
薬

の
確
認
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
わ
が
ま
ち
は
、
わ
が
手
で
守
る

　

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
発
生
時
に

地
域
住
民
同
士
が
相
互
に
協
力
し
合
い
、

被
害
の
軽
減
な
ど
初
期
活
動
を
行
い
、

平
常
時
に
は
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
地

 
共
助
　地
域
の
防
災
意
識
の
向
上

　
　
　
　
　
　「
自
主
防
災
組
織
」

域
に
お
け
る
災
害
用
資
機
材
等
の
点
検

を
行
い
、
各
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
９
月
７
日（
日
）に
実

施
し
た
避
難
訓
練
で
は
、
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
２
７
３
名
の
住
民
の
皆

さ
ん
が
自
主
防
災
組
織
の
避
難
誘
導
の

も
と
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

●
自
主
防
災
組
織
が
、
災
害
時
一
時
避

　
難
場
所
を
指
定

　

自
主
防
災
組
織
で
は
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
、
災
害
発
生
時
速
や
か
に
移

動
で
き
る
安
全
な
場
所
と
し
て
、
一
時

避
難
場
所
を
指
定
し
ま
し
た
。

　

一
時
避
難
場
所
と
は
、
津
波
発
生
時

に
一
時
的
に
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

場
所
の
こ
と
で
す
。

【
自
主
防
災
組
織
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

　

一
時
避
難
場
所
】

　
　

浜
区　

妙
音
寺
、
愛
宕
山
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◎
避
難
勧
告
等
と

　
　
　
　
　
避
難
時
の
心
構
え

　

災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
人
的
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
っ
た

場
合
、
町
で
は
防
災
行
政
無
線
や

エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
に
よ
り
避
難
を

促
す
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
勧
告
等
は
、
災
害
の
種
類

ご
と
に
避
難
行
動
が
必
要
な
地
域

を
明
示
し
て
発
令
す
る
も
の
で

す
。
災
害
発
生
の
緊
急
度
に
応
じ

て
「
避
難
準
備
情
報
」
「
避
難
勧

告
」
「
避
難
指
示
」
の
３
つ
が
あ

り
、
避
難
指
示
は
最
も
強
く
避
難

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
最
も
有
効

な
方
法
は
、
早
め
の
避
難
で
す
。

　

想
定
外
の
事
態
の
発
生
を
考
え

れ
ば
避
難
す
る
の
に
早
す
ぎ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
勧
告
等

の
発
令
前
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い

は
発
令
さ
れ
な
く
て
も
、
身
の
危

険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
安
全
な
場

所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
に
極
め
て

短
時
間
の
局
所
的
大
雨
で
発
生
す

る
よ
う
な
浸
水
に
つ
い
て
は
、
避

難
勧
告
等
の
発
令
は
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
勧
告

は
区
域
を
区
切
っ
て
発
令
し
ま
す

が
、
区
域
外
だ
か
ら
安
全
で
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
場

合
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
的

に
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
下
の
表
は
雨
の
強
さ
と
周
囲

の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

避
難
す
る
時
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
避
難
勧
告
等
は
河
川
の

水
位
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
今

後
発
生
す
る
気
象
情
報
を
判
断
の

基
準
に
し
て
発
令
し
、
な
か
に
は

空
振
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
避
難
し
た
け
れ
ど
も

予
測
さ
れ
た
被
害
が
な
か
っ
た
場

合
「
避
難
し
て
損
し
た
」
で
は
な

く
、
「
被
害
が
な
く
て
幸
運
だ
っ

た
」
と
前
向
き
に
受
け
止
め
ま
し

ょ
う
。

◎
土
砂
災
害
前
兆
現
象
に
敏
感
に

【
前
兆
現
象
】

・
斜
面
に
亀
裂
が
走
る

・
小
石
が
斜
面
か
ら
ぱ
ら
ぱ
ら
落

　

下
す
る

・
斜
面
か
ら
異
常
な
音
、
山
鳴
り
、

　

地
鳴
り
が
す
る

・
斜
面
に
ふ
く
ら
み
が
見
ら
れ
る

１時間雨量 10ミリ以上～20ミリ未満 20ミリ以上～30ミリ未満 30ミリ以上～50ミリ未満 50ミリ以上～80ミリ未満 80ミリ以上
予報用語
人が受ける
イメージ

やや強い 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

人への影響

屋外の様子

屋内
（木造住宅）

車に
乗っていて

災害発生
状況

ザーザーと降る。

地面からの跳ね返り
で足元がぬれる。

地面一面に水たまりができる。

雨の音で話し声が
よく聞き取れない。 寝ている人の半数くらいが雨に気がつく。

ー

この程度の雨でも長く
続く時は注意が必要。

どしゃ降り。

傘をさしていてもぬれる。

ワイパーを速くして
も見づらい。

側溝や下水、小さな川
があふれ、小規模の
がけ崩れが始まる。

山崩れ・がけ崩れが起き
やすくなり危険地帯では
避難の準備が必要。

マンホールから水が噴出する。
土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

雨による大規模な災害
が発生する恐れが強く、
厳重な警戒が必要。

バケツをひっくり
返したように降る。

道路が川のようになる。水しぶきであたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなる。
高速走行時、車輪と路
面の間に水膜が生じ
ブレーキが利かなくなる。

滝のように降る。
ゴーゴーと降り続く。

傘はまったく役に立たなくなる。

車の運転は危険。

息苦しくなるような威圧
感がある。恐怖を感じる。

●
正
確
迅
速
な
情
報
提
供
と
呼
び
か
け
を

　

避
難
勧
告
等
の
発
令
時
や
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
正
確
か
つ
迅
速
な

情
報
提
供
、
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
度
新
た
に
制
定
さ
れ
た
「
特

別
警
報
」
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｊ
―

ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
等
の
各
種
緊
急
情
報
を

皆
さ
ん
に
迅
速
に
発
信
す
る
た
め
、
「
緊
急
速

報
メ
ー
ル
」
や
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
正
確
な
情
報
の
提

供
と
拡
散
を
目
的
に
、
災
害
発
生
時
等
に
「
ツ

イ
ッ
タ
ー
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
緊
急
度
の

高
い
情
報
の
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
総
合
的
な
防
災
力
を
強
化
し
ま
す

　

災
害
時
に
お
い
て
必
要
な
備
蓄
品
・
資
機
材

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
購
入
・
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
自
主
防
災
組
織
と
の
協
働

に
よ
り
避
難
路
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
自
主

防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
意
識
と
組
織
力
の

向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
一
時
避
難
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
協
定
を
結
ん
だ
マ
ン
シ
ョ
ン
７
か
所
に
加
え
、

９
月
１
日
に
新
し
く
ク
ア
ラ
イ
フ
御
宿
（
須
賀

区
）
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ク
ア
ラ
イ
フ
御

宿
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
、一
時

避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災
Vol,25

 
公
助
　速
や
か
な
情
報
発
信
と

　
　
防
災
資
機
材
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
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　10月1日から、10人乗りの車両に乗り合って移動する『エビアミ―号』
の運行を開始します。エビアミー号は、住民の皆さんに親しまれながらご利用
いただけるよう、エビアミーゴをペイントした車両を使用します。

エビアミー号運行開始！

共通乗降場所（８か所）と公衆電話の位置

至東
京

至
安
房
鴨
川

公衆電話の位置
〇御宿駅前
〇公民館内及び公民館駐車場内
〇役場３階
〇おおたや
〇商工会
〇ローソン 御宿新町店
〇B&G海洋センターテニス場脇
〇月の沙漠記念館入口付近
〇中央海岸駐車場内
〇御宿岩和田漁協（御宿支所）付近
〇セブンイレブン 上総御宿店

共通乗降場所
①御宿駅
②公民館
③役場
④第2分団新町消防庫前
⑤朝市通り
⑥B&G・地域福祉センター
⑦御宿児童館
⑧御宿郵便局

3

1 2

8

4
5

7

6

▲共通乗降場所にはサイン看板を
　設置します

※イメージ図
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ONJUKU
Summer Report 2014

★おんじゅくウォーターパーク
　今年も施設内のイベントを充実させ、利用者
へのサービスの向上と町の情報発信に努め、来
園客の増加を図りました。また、昨年好評だっ
たポイント式のスタンプカードを継続して行い、
リピーターの獲得に努めました。
 開設期間中は毎日小イベントを実施し、ツイッタ
ーやリーフレット等で情報を発信しました。８月
１６日、１７日には御宿と深い繋がりのあるメキシコ
の遊びを楽しめるイベント「ONJUKU de メヒコ」
を実施しました。飾り付けられたパーク内でメ
キシコ名産のマンゴーを使ったジュースの無料
配布や、メキシコの子ども達が遊ぶゲームの体
験等を行い、メキシコ気分を体験できるイベン
トとなりました。中でも人気だったのがピニャ
ータとよばれるくす玉割り。参加した子どもた
ちはお菓子がたくさん詰まったピニャータを割
ろうと、一生懸命棒で叩いていました。

プールや海で行われたイベントについて紹介します。

★海水浴場
　今年、町内３つの海水浴場を、近隣の海水浴場
よりも早く開設し、海水浴客の集客に努めました。
　御宿の宝である海や砂浜の美しさを安心して
楽しんでもらうため、様々な取り組みを行いました。
　また、ライフセービングの種目の１つである
ビーチフラッグス大会を毎週土曜日に開催した等、
海岸においても各種イベントの開催に力をいれま
した。８月２２日から２４日までの３日間に渡って行わ
れた「２０１４　ビーチバレー　ムーンカップ　in　御宿」
では県内外から２７６チーム総勢１，３９２人の参加
があり、御宿自慢の白砂の上で真剣勝負が行わ
れました。

▲ONJUKU de メヒコ

▲おんじゅくウォーターパーク　
　集客増に努めました

▲ビーチフラッグス大会

▲ビーチバレー  ムーンカップ
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夏の終わりの思い出に
第 27 回おんじゅく花火大会

　第２７回おんじゅく花火大会が中央海岸で行われ
ました。
　花火大会は毎年８月第１木曜日に開催されていま
す。今年は台風11号の影響により開催が見送られて
いましたが、過去２６年間中止となったことがない
経緯を踏まえ、各関係機関との協議の結果、８月
２６日の実施となりました。
　当日は小雨が降る中の開催となりましたが、多く
の方が晩夏の花を楽しみました。

8/26

B&G海洋センター　子ども水泳教室
　Ｂ＆Ｇ海洋センターで５日間に渡り行われた水泳教室には、
小学１年生から３年生まで総勢３９名が参加しました。泳ぎ
の苦手な子は水に慣れることから、泳げる子は２５m完泳を
目指して、B&G海洋センター職員やスポーツ推進委員の指
導のもと、それぞれの泳力にあわせた練習を行いました。

　最終日の技能認定では今まで練習した
成果を確認し、それぞれの結果に応じて
B&G財団より認定証が交付され、全員が
笑顔の中、子ども水泳教室を終了しました。

8/5-9
公民館文化体験プログラム
　　　　　　　郷土料理教室
　文化体験プログラムは住民の皆さんの生涯学習や余暇
活動の充実を図るための教室で、公民館で実施していま
す。今回は公民館自主グループ「御宿町料理愛好会」で
講師を務める村山勝利さんを招き、アジを使ったつみれ
汁やなめろう等の郷土料理を作
りました。
　山芋をいれたつみれはふわふわ。
歯触りがいいと好評でした。

8/30



8

Onjuku 2014.9

【補助対象事業】
　　イベント等の開催により活力あるまちづくりに資する事業であり、以下の①～③に該当するもの

① 町内において新たに展開される事業または既存の事業を新しく展開もしくは拡大するもの
② 事業の成果が町民に還元されることが期待できる事業
③ 他の御宿町の助成制度を活用できない事業

　　※年間４事業を対象とします。（今年度分３事業は決定しています。）
【補 助 額】対象事業費の２分の１以内（補助限度額５０万円）
【申込方法】事前計画書を企画財政課へ提出してください。
※詳細は「魅力ある地域づくり推進事業補助金交付規則」をご確認ください。事前計画書及び交付規則
　は町ホームページからダウンロードできるほか、企画財政課（役場 4 階②窓口）に用意してあります。
【申請・問い合わせ】企画財政課　TEL　0470－68－2512

　皆さんのまちづくりを支援します。
　　　　　　　「魅力ある地域づくり推進事業補助金」
　活気のあふれるまち、暮らしやすいまちをつくっていくために、様々な分野で住民一人ひとりのちからが
必要となっています。町では活力と魅力あふれる地域づくり活動を推進するために補助制度を設け、住民の
皆さんの主体的なまちづくりを支援しています。今月号では、この補助金を活用したイベントについて紹
介します。

★牛舎８号　パフォーマンスフェスティバル

★追加募集を行っています

　８月８日から１０日までの３日間、実谷「牛舎８号」にお
いて、パフォーマンスフェスティバルが開催されました。この
イベントは大道芸を通じて住民の方に元気になってもらう事を
目的としています。
　パフォーマー・大道芸人の技を目の前で見ることができたほ
か、ジャグリング等の大道芸の体験もでき、見て楽しむだけで
なく、参加して楽しむことができるイベントとなりました。ま
た夜にはナイトショーを開催し、牧場というのどかな雰囲気の
中で御宿の星空を楽しみました。
　多くの方が会場に訪れ、大道芸を見て笑い、体験し、会場
となった牧場全体が活気に包まれました。
　◎補助金を活用し、今後実施されるイベント
　御宿台区　御宿台秋祭り　１０月１１日（土）
　岩和田区　御宿岩和田みなとまつり　１１月１日（土）
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10月から定期予防接種に新たなワクチンが加わります
　平成26年10月1日より、水痘（水ぼうそう）と高齢者肺炎球菌感染症の予防接種が定期の
予防接種に追加されます。対象となる方には個別に通知しますが、経過措置により今年度のみ
の対象の方も含まれていますので、忘れずに接種しましょう。

水痘（水ぼうそう）の予防接種
●対象年齢及び接種回数
（1）1歳～3歳未満の方・・・3か月以上の間隔をおいて2回接種
（2）3歳～5歳未満の方（平成26年度に限り実施）・・・1回接種

●標準的な接種方法
　　　生後12月から15月に至るまでの間に初回接種を行い、追加接種は初回接種終了後
　　6月から12月に至るまでの間隔をおいて接種。

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種
●平成26年度の対象者は、次のとおりです。
（1）対象年齢
	 ①65歳（昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生まれ）の方

	 ②70歳（昭和19年4月2日～昭和20年4月1日生まれ）の方
	 ③75歳（昭和14年4月2日～昭和15年4月1日生まれ）の方
	 ④80歳（昭和	 9年4月2日～昭和10年4月1日生まれ）の方
	 ⑤85歳（昭和	 4年4月2日～昭和	 5年4月1日生まれ）の方
	 ⑥90歳（大正13年4月2日～大正14年4月1日生まれ）の方
	 ⑦95歳（大正	 8年4月2日～大正	 9年4月1日生まれ）の方
	 ⑧100歳以上（大正	4年4月1日以前の生まれ）の方
（2）60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルス
　　　による免疫の機能に障害を有する方

●接種方法
　　　平成26年度中（平成26年10月1日から平成27年3月	31日まで）に、23価肺炎球菌莢膜ポリサッカ
			　ライドワクチン「ニューモバックスNP」を1回接種

※ご注意ください！
　（1）既に水痘に罹患したことがある方は定期接種の対象外となります。
　（2）任意接種として既に水痘ワクチン、23価肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は、
　　　　既に接種した回数分の接種を受けたものとみなします。

定期予防接種対象外の方は町の補助事業をご利用ください
　町では、平成26年10月以降も65歳以上の方の肺炎球菌予防接種に対する費用補助事業を継続しま
す。定期接種対象年齢以外の方で、過去に町での費用補助を受けたことがなく、かつ接種を希望され
る方は、保健福祉課保健事業班（役場3階②窓口）で助成申請をしてください。

【問い合わせ】保健福祉課　保健事業班　☎0470-68-6717



10

Onjuku 2014.9

　

千
葉
県
中
央
博
物
館
大
多
喜

城
分
館
で
は
、
平
成
26
年
度
企

画
展「
大
河
内
松
平
家
と
大
多

喜
」
を
開
催
し
ま
す
。
元
禄
16

年（
１
７
０
３
年
）
以
降
、
９

代
約
１
７
０
年
間
に
わ
た
り
大

多
喜
藩
主
と
し
て
藩
政
を
担
っ

て
き
た
大
河
内
松
平
家
に
関
す

る
資
料
を
展
示
し
、
大
多
喜
地

方
の
歴
史
や
武
家
の
生
活
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
講

演
会
を
11
月
９
日（
日
）
に
行

い
ま
す
。
講
演
会
の
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　

10
月
24
日（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

12
月
７
日（
日
）

▼
主
な
資
料

　

太
刀　

銘
：
福
岡
一
文
字（
附

　

絲
巻
太
刀
拵
）
重
要
文
化
財

　

藩
主
及
び
家
臣
等
の
武
具
及

　

び
関
連
資
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
多

　

喜
城
分
館

☎
０
４
７
０
―

８
２
―

３
０
０
７

●
人
　
口

　
７
，
８
８
０ （
▲
7
）

　

男
３
，７
４
1　
女
４
，１
３
9

　

世
帯
数
３
，６
６
2

　
（
平
成
26
年
8
月
31
日
現
在
）

●
慶
　
弔

　

出
生
1　
　

死
亡
16

　
（
平
成
26
年
8
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数　

０

　

救
急
件
数　

67

　
（
平
成
26
年
8
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

　

発
生
件
数　

18

　

死
者
数　

0

　

負
傷
者
数　

21

　
（
平
成
26
年
1
月
1
日
～

　

平
成
26
年
8
月
31
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
量　

３
８
０
，０
０
０
㎥

　

貯
水
率　

６
５
．
６
％

　
（
平
成
26
年
9
月
1
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

　

平
成
26
年
８
月
19
日
採
水

　

の
検
査
結
果

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム「
不
検
出
」

●
町
民
バ
ス
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　

１
０
７

　
（
平
成
26
年
8
月
中
）

　

町
民
バ
ス
は
９
月
末
で
終
了
と

　

な
り
ま
す
。
10
月
か
ら
は
御
宿

　

町
乗
合
運
行「
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
」

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
う
ご
き

企
画
展

「
大
河
内
松
平
家
と
大
多
喜
」

い
す
み
あ
か
ね
園

　
　
　
　
　
　
バ
ザ
ー
開
催

　

い
す
み
あ
か
ね
園
で
は
、
第

21
回
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
要
な
品

物
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
引
き
取
り
に
伺
い
ま

す
。

▼
日
時

　

10
月
18
日（
土
）

　

11
時
～
15
時

　

雨
天
決
行

▼
会
場・
問
い
合
わ
せ

　

い
す
み
あ
か
ね
園

　
（
い
す
み
市
山
田
５
９
０
１
）

☎
０
４
７
０
―

６
６
―

０
６
０
０

　

千
葉
県
立
夷
隅
特
別
支
援
学

校
で
は
、学
校
祭「
い
す
み
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に

お
越
し
く
だ
い
。

▼
日
時

　

10
月
18
日（
土
）

　

９
時
30
分
～
14
時
30
分

▼
催
し

　

小
学
部　

遊
び
の
広
場

　

中
学
部　

作
業
製
品
販
売

　
　
　
　
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

　

高
等
部　

作
業
製
品
販
売

　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
商
店
街

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
ム
他
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ　

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
等

▼
会
場・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
立
夷
隅
特
別
支
援
学

　

校

　
（
い
す
み
市
楽
町
３
０
―

１
）

☎
０
４
７
０
―

８
６
―

４
１
１
１

千
葉
県
立
夷
隅
特
別
支
援

学
校
　
「
い
す
み
祭
」



11

Onjuku 2014.9

旅た
び
か
ば
ん鞄

出で

番ば
ん

な
き
ま
ま
盆ぼ
ん

休や
す

み
　	

　
　
　
金
子
　
澄
子

蜩ひ
ぐ
ら
しや

屋や
ご
う号

呼よ

び
あ
ふ
浦う
ら

住す

ま
ひ
　	

　
　
小
野
　
　
子

廃は
い
こ
う鉱
の
栄え
い
が華
の
あ
と
や
葛く
ず

の
花は
な

　	

　
　
岡
本
　
俊
康

一い
っ
ぽ
ん本
の
尾お

ぜ瀬
の
通か
よ

ひ
路じ

夕ゆ

立だ
ち

く
る	

　
　
鶴
岡
と
く
路

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題 【蜩

ひぐらし

・白桃】

タウンカレンダー　10月

保健：保健センター　公民：公民館
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

●子育て相談　10:00～11:30　御児
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G
●町県民税第３期納期限
●国民健康保険税第４期納期限
●介護保険料第４期納期限
●後期高齢者医療保険料第４期納期限

●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

1　水
2　木
3　金
4　土
5　日
6　月
7　火
8　水
9　木
10　金
11　土
12　日
13　月
14　火
15　水
16　木
17　金
18　土

19　日

20　月
21　火
22　水
23　木
24　金
25　土
26　日
27　月
28　火
29　水
30　木

31　金

●町民清掃
●サンデーオープン　9:00 ～ 12:00
●健康・体力チェック　13：30～　B&G

●大学公開講座　14:00～ 公民
★おんじゅく伊勢えび祭り　ビッグイベント
●日西墨友好の絆追悼式
●大腸・胸部検診 9:00～11:00 上布施ｺﾐｭﾆﾃｨ消防ｾﾝﾀｰ
　　　　　　　　13:00～15:00 保健

●大腸・胸部検診  9:00～11:00、13:00～15:00　公民
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●大学公開講座　14:00 ～ 公民
●健康・体力チェック　13：30～　B&G 

●大腸・胸部検診   9:00～11:00 岩和田青年館
　　　　　　　　13:00～15:00 公民
●大腸・胸部検診  9:00～11:00、13:00～15:00　公民

●大腸・胸部検診  9:00 ～ 11:00　公民
●大学公開講座　14:00～　公民

●乳児相談　13:30 ～ 15:00　保健

●健康運動教室　14:00 ～ 15:00　B&G

●献血　10:00 ～ 11:45 保健、13:30 ～ 15:30 公民

●健康運動教室　14:00 ～ 15:00　B&G

★千葉県ライフセービング選手権大会 房総カップ（～10/26)

●大腸・胸部検診 9:00～11:00、13:00～15:00 御宿台集会所
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★夢中人　募集★
　御宿町出身であり、千葉県近隣で店舗を構え、活躍しているご家族やご友人がいましたらご紹介ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御宿町役場　企画財政課　☎ 0470－ 68－ 2512

御宿の心を持ちつつ、自身の夢を追い求め、
人と人との繋がりに感謝しながらそれぞれの道
に精進し、夢を追いかけている“夢中人”を紹
介していきます。

【今回の夢中人　木原さんのお店】
　きはら整骨院
　〒267-0066
　千葉県千葉市緑区あすみが丘2丁目16－14
　☎０４３－２９５－７３１１

【経歴】 岩和田で海の仕事をする家庭に育つ。家業を継ぐことも考え
たが、柔道整復師・マッサージ師という現在の仕事を選んだ。仙台、
千葉で修業し、平成２０年８月にきはら整骨院を開院。多店舗経営
ではなく、お客様ひとりひとりに自分が向き合う形でこだわりをもった
施術を行っている。

きはら整骨院
木原　淳一さん

JR 外房線至誉田 至大網

至誉田 至大網

セブンイレブン

イエローハット

ファミリー
マートブックオフ

千葉興業
銀行

しまむら

「あすみ大通り北」
バス停

土気駅

駐車場あり

きはら整骨院

続ける意思と向上心を。

★御宿はやっぱり海！
　趣味でサーフィンをしていて海に行く事が多いのです
が、御宿の海は他と比べてもきれいだと思います。穏や
かで美しい、いいところがいっぱいです。実家に戻った
時は、子どもと一緒に海を楽しんでいます。
　自慢の海を生かしたお店がもっとあれば、若い働き手
も増えて、活気のある町になるんじゃないかな。

★子どもたちへのメッセージ
　人生は楽しいことばかりではありません。夢だった仕事、
自分の好きな仕事でも、成功するためには時に我慢も大切
です。「向いてないかもしれない」、「もう辞めようかな」と
思っても、ちょっと立ち止まってみてください。石の上にも
３年ということわざがあるように、今辛くても、いつかきっ
と達成できます。自分の夢を叶えるためには諦めないで続
ける意思が必要です。
　もう１つ大切なものが「もっと良くしたい」と思う事。
自分の仕事はお客様の痛いところ、辛いところを治すこと。
来てくれた方が少しでも楽になったとか、来て良かったと
か思ってもらえるような施術を心がけています。向上心は
いつになっても持ち続けたいと思っています。


